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パクテリオファージラムダ (λ) の DNAは、分子量約 3 X 107、全長17μ 、約50 ， 000ヌクレオチド














実験は、軽い培地で調整された 32 Pで標識した λ ファージを、(14NH 4 )z S04 及び、H 2 0 が(15NH4)2 
S04 及び D 20 で置きかえられた重い培地で生育した大腸菌に、重い培地で感染させ、感染後10分の



















のだけを巧妙に集める方法として富沢・小川の方法がある。これは D20 や 15N_アンモニヤ等の重
い培地中で生えた大腸菌に 32 P で標識したラムダファージを感染させ、 DNAを抽出して CsCl密度勾
配遠心を行うと、複製途中にあるラムダのDNA は L L (つまり二重鎖共軽い)の位置からず、っと比
重の重い方に尾をひいた場所に存在する。
同君はこのようにして分劃した複製途上にある DNA をアルカリ処理によって水素結合をはずし、
covalent幸吉合で連った状態にして、再び~CsCl密度勾配遠心にかけることにより、親のDNA鎖の一部
が新しく合成された子の重いポリヌクレオチド鎖と covalent結合で、結ぼれていることを示した。
更にこの結合は親のDNA二本鎖のうち Y鎖の方に効率よく生成していることを、 DNA二本鎖に対
する DNA-DNAハイプリダイゼーション法によって確かめた。
この研究結果から環状構造を持つ親のDNAの Y鎖上の特異的切断点一一合成開始点一一に、新し
く合成された子のヌクレオチド鎖が結合して伸長していくという複製開始の機構を強く裏付けること
ができ、 DNA合成の開始機構に新しい知見を与えたことになる。よって理学博士の学位論文として
十分価値あるものと認める。
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